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	1．本研究のポイント
	3．研究内容・成果
	氷の擬似液体層は、表面の滑りやすさの他にも、隕石や彗星でみられる化学反応といった多様な現象に影響を与えています。この成果は、氷が示す特異的な性質の理解を深める上での重要な一歩となり、物理学、化学、材料科学などの分野において重要な貢献を果たすことが期待されます。

